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　平成23年度一般会計・国民健康保険特別会計など，７会計の決算
は決算審査特別委員会（委員11名）を開催し，慎重に審査を行いま
した。11日間の審査の結果，11月５日の第２回臨時会において報
告され，賛成多数でいずれも認定しました。
　12月定例会は，12月４日から開会し，12月21日までの18日間
の日程で開かれました。
　定例会では，平成24年度予算の補正に関するものの他，報告１件，
議案20件，同意案１件などを審議・議決しました。
　また，安全・安心な国民生活実現のため，防災・生活関連予算等
の拡充と国土交通省の出先機関の存続を求める陳情について採択し
ました。

　市民一人　あたりの
　　貯金と　借金
　　　 貯　金	 251,000円
　　　 借　金	 734,000円

　　基金 (貯金 )総額	 100億4,220万円
　　市債 (借金 )総額	 293億3,712万円

 ※�一人あたりの金額は，	 平成24年3月末現在の
人口39,964人で除	 した額

　（一般会計と特別会計	 を含む）

今後に生かせ!

財 

政

　
　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て

　

�

財
部
北
・
南
及
び
南
之

郷
中
学
校
が
閉
校
に
な

っ
た
こ
と
や
、
市
内
の

公
立
高
校
が
再
編
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、

交
付
税
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
で
る
の
か
。

　

�　

中
学
校
に
対
す
る

交
付
税
算
定
に
つ
い
て

は
、
生
徒
数
・
学
級
数
・

学
校
数
の
3
段
階
で
算

定
さ
れ
る
。
平
成
23
年

度
の
中
学
校
数
は
6
校

で
5
9
8
2
万
6
千
円

が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

平
成
24
・
25
年
度
は
6

校
、
平
成
26
年
度
は
5.7

校
、
平
成
27
年
度
は
4.8

校
、
平
成
28
年
度
は
3.9

校
、
平
成
29
年
度
か
ら

3.0
校
の
基
準
と
な
り
、

今
後
は
段
階
的
に
学
校

数
の
補
正
数
値
が
減
ら

さ
れ
、
最
終
的
に
は
約

3
千
万
円
の
交
付
税
が

減
額
さ
れ
て
い
く
。
高

校
に
つ
い
て
は
、
県
で

算
定
さ
れ
る
の
で
市
の

交
付
税
に
は
参
入
さ
れ

な
い
。

教 

育

　

�　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業

で
は
、
い
じ
め
問
題
、

不
登
校
問
題
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
っ
て
い
る
か
。

　

�　

い
じ
め
の
定
義
に
該

当
す
る
案
件
へ
の
解
消

に
つ
い
て
は
初
期
対
応

を
重
視
し
、
チ
ー
ム
で

の
対
応
を
心
が
け
て
い

る
。

　

�　

不
登
校
対
策
に
つ
い

て
は
、
個
別
に
指
導
計

画
を
立
て
て
、
担
任
、

養
護
教
諭
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
心
の
相
談
員
に

よ
る
家
庭
訪
問
等
を
実

施
し
て
い
る
。

　

�　

困
難
な
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
は
、
福
祉
事
務
所

な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

林 

政

　

�　

特
用
林
産
の
産
地

化
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
今

後
の
展
開
は
。

　

�　

特
用
林
産
で
あ
る

サ
カ
キ
は
、
市
有
林

20 

ha
、
民
有
林
50 

ha

で
、
合
計
70 

ha
で
植
栽

さ
れ
て
い
る
。
市
に
は

会
員
数
46
名
の
特
用
林

産
生
産
組
合
が
あ
り
、

各
会
員
の
栽
培
面
積
は

少
な
く
、
こ
れ
を
集
約

化
し
、
定
期
的
に
出
荷

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
確
実
な
も
の
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
ま
で
、
特
用
林
産
生

産
基
盤
整
備
事
業
に
よ

り
、
下
刈
り
、
薬
剤
散

布
、
整
枝
剪
定
は
も
ち

ろ
ん
、
新
規
造
成
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

�　

市
の
サ
カ
キ
は
高
品

質
の
も
の
と
確
信
し
て

い
る
の
で
、
1
円
で
も

高
く
販
売
す
る
こ
と
が

今
後
の
課
題
で
あ
り
目

標
で
あ
る
。

答 問

問答

問答

23
年
度

主
な
決
算
質
疑
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決算を認定!!
平成23年度　会計別決算状況	 （千円以下切り捨て）

会　　計　　名 歳 入 総 額 歳 出 総 額
一　般　会　計 240億 355万円 233億8,421万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 61億7,976万円 61億1,729万円
後期高齢者医療 4億7,641万円 4億7,454万円
介 護 保 険 47億 632万円 44億7,101万円
公共下水道事業 3億6,280万円 3億5,455万円
生活排水処理事業 9,844万円 9,665万円

水道事業
（収益的） 5億6,029万円 4億6,513万円
（資本的） 2,100万円 2億4,709万円

合　　計 364億 857万円 356億1,047万円

　市民一人　あたりの
　　貯金と　借金
　　　 貯　金	 251,000円
　　　 借　金	 734,000円

　　基金 (貯金 )総額	 100億4,220万円
　　市債 (借金 )総額	 293億3,712万円

 ※�一人あたりの金額は，	 平成24年3月末現在の
人口39,964人で除	 した額

　（一般会計と特別会計	 を含む）

平成23年度 歳出総額356億円

歳入合計
240億355万円

分担金及び負担金　3億455万円（1.3%） 
使用料及び手数料　2億8,944万円（1.2%）

市税
29億4,009万円 
（12.2%）

自主財源
47億4,466万円
（19.8％）

依存財源
192億5,889万円
（80.2％）

繰入金
2億648万円（0.9%）
財産収入
9,180万円（0.4%）
寄附金
1億3,963万円（0.6%）
繰越金
5億7,597万円（2.4%）
諸収入
1億9,667万円（0.8％）

地方譲与税
2億8,753万円
（1.2%）

・利子割交付金  574 万円（0.0%）・配当割交付金  
365 万円（0.0%）・株式等譲渡所得割交付金  57
万円（0.0%）・地方消費税交付金  3億2,740万円
（1.4％）・ゴルフ場利用税交付金  1,534 万円（0.1
％）・自動車取得税交付金  3,545万円（0.1％）・国
有提供施設等所在市町村助成交付金  82 万円
（0.0％）・地方特例交付金  4,847万円（0.2％）・交
通安全対策特別交付金  739万円（0.0％）

地方交付税
96億2,326万円
（40.1％）

国庫支出金
25億3,398万円
（10.6％）

県支出金
24億6,772万円
（10.3％）

市債
39億150万円
（16.2％）

歳出合計
233億8,421万円

積立金
8億3,853万円（3.6％）

消費的経費
111億1,970万円
（47.5％）

投資的経費
56億6,349万円
（24.3％）

その他
66億101万円
（28.2％）

人件費
32億7.944万円
（14.0％）

物件費
23億8,758万円
（10.2％）

維持補修費
2億80万円
（0.8％）

扶助費
34億5,914万円
（14.8％）

補助費等
17億9,272万円
（7.7％）

普通建設事業費
47億7,939万円
（20.5％）

災害復旧事業費
8億8,409万円
（3.8％）

公債費
33億4,030万円
（14.3％）

繰出金
24億2,217万円
（10.3％）

一般会計決算
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調
理
場
が
大
隅
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
及
び
財
部
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
み
と
な

る
こ
と
か
ら
、
規
定
の
整

備
を
図
る
た
め
、
改
正
す

る
も
の
で
す
。

★�

団
体
営
土
地
改
良
事

業
の
施
行
に
つ
い
て

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

農
山
漁
村
活
性
化
対

策
整
備
に
関
す
る
事
業
で

大
隅
町
坂
元
立
馬
地
区
に

お
い
て
田
の
区
画
整
理
9.3 

ha
事
業
費
２
億
３
４
３
０

万
円
の
計
画
概
要
を
定
め

る
も
の
で
あ
る
。

　

教
育
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
左
記
の
委
員

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

（
大
隅
町
月
野
）

市政を問う
★�

平
成
24
年
度
曽
於
市
一

般
会
計
予
算
の
補
正

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入

に
お
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
の
障
害
者
自
立
支
援
事

業
費
補
助
金
２
９
９
７
万

６
千
円
、
県
支
出
金
の
障

害
者
自
立
支
援
事
業
費

補
助
金
２
２
１
８
万
８
千

円
、
森
林
整
備
加
速
化
・

林
業
再
生
事
業
費
補
助

金
１
０
２
０
万
円
の
追
加

が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
相
談

支
援
事
業
等
の
増
に
よ
る
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
１
０
８

８
万
４
千
円
、
療
養
介
護
や

生
活
介
護
費
の
増
に
よ
る
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
５
９
９

５
万
２
千
円
、
森
林
整
備
加

速
化
・
林
業
再
生
事
業
の
追

加
に
よ
る
森
林
・
林
業
振
興

事
業
１
０
２
０
万
円
、
小
学

校
施
設
の
修
繕
料
や
改
修
工

事
費
の
増
等
に
よ
る
小
学
校

管
理
費
１
０
１
０
万
円
の
追

加
が
主
な
も
の
で
す
。

★�

平
成
24
年
度
曽
於
市

介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
の
補
正

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
数
の

増
に
よ
る
も
の
が
主
な
も
の

で
あ
り
、歳
入
に
お
い
て
は
、

国
庫
支
出
金
33
万
８
千
円
、

県
支
出
金
16
万
９
千
円
、

繰
越
金
24
万
２
千
円
の
追

加
が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
緊

急
シ
ス
テ
ム
の
設
置
数
の

増
に
よ
り
地
域
支
援
事
業

費
を
90
万
３
千
円
、
介
護

保
険
事
業
費
の
清
算
に
よ

り
諸
支
出
金
を
６
万
３
千

円
追
加
し
て
い
ま
す
。

★�

平
成
24
年
度
曽
於
市
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
の
予
算
の
補
正

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
下
水

道
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
設
備

修
繕
に
伴
う
追
加
が
主
な

も
の
で
あ
り
、
歳
入
に
お

い
て
は
、
繰
越
金
を
１
３

０
万
２
千
円
追
加
し
、
歳

出
に
お
い
て
は
、
下
水
道

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
設
備
修

繕
や
水
中
ポ
ン
プ
の
購
入

等
に
よ
り
施
設
管
理
費
を

１
３
０
万
２
千
円
追
加
し

て
い
ま
す
。

★�

平
成
24
年
度
曽
於
市

水
道
事
業
会
計
予
算

の
補
正

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
収
益

的
支
出
で
あ
り
、
水
道
事

業
費
用
の
原
水
及
び
浄
化

費
、
配
水
及
び
給
水
費
と

も
に
、
今
後
の
施
設
修
繕

を
見
込
ん
だ
修
繕
費
の
追

加
が
主
な
も
の
で
す
。

　

営
業
外
費
用
に
つ
い
て

は
、
企
業
債
の
利
息
を
追

加
し
て
い
ま
す
。

★�

曽
於
市
立
学
校
給
食
共

同
調
理
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

深
川
学
校
給
食
調
理

場
の
業
務
を
財
部
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
へ
統
合
す
る

こ
と
に
伴
い
、
給
食
共
同

馬場　雅子 氏

予　
　
算

条　
　
例

教
育
委
員
の
選
任

︱ 
12
月
定
例
会 

︱

指定管理者の指定
　曽於市の各施設について、指定期間が平成 25 年３月 31 日で満了（3を除く）になることから、
引き続きそれぞれの団体へ指定管理者を決定しました。　※ 3は新規

施　設　名 指定管理者 所　在　地 指定管理期間

1 曽於市ゆず搾汁センター ㈱メセナ食彩センター 末吉町二之方 371 番地３ 平成 25 年４月１日から
　平成 30 年３月 31日まで

2 曽於市立恒吉地区診療所 曽於郡医師会立病院 大隅町月野 894 番地 平成 25 年４月１日から
　平成 28 年３月 31日まで

3 そお生きいき健康センター ㈱メルヘンスポーツ 鹿児島市武二丁目４番１号 平成 25 年４月１日から
　平成 28 年３月 31日まで

4
曽於市立図書館

シダックス大新東
ヒューマンサービス㈱

東京都調布市
調布ヶ丘三丁目６番地３

平成 25 年４月１日から
　平成 28 年３月 31日まで曽於市立図書館大隅分館

曽於市立図書館財部分館

5
曽於市歴史民俗資料館

シダックス大新東
ヒューマンサービス㈱

東京都調布市
調布ヶ丘三丁目６番地３

平成 25 年４月１日から
　平成 28 年３月 31日まで大隅郷土館

財部郷土館
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作
付
面
積
が
93 

ha
、
会
員
４
３
６
名
で
、

平
成
23
年
度
７
８
０
t
、

平
成
24
年
度
７
１
５
t
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
幼

木
園
が
収
穫
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
年
間
１
６
０
０

t
程
度
の
生
産
量
と
な
る

た
め
、
搾
汁
セ
ン
タ
ー
で

は
、
可
能
な
限
り
、
２
交

代
制
、
又
は
３
交
代
制
で

対
応
し
て
い
く
。

　
　

ゆ
ず
の
生
産
加
工
の

強
化
と
販
売
開
発
が
重
要

で
は
。

　
　
　

現
在
、
24
種
類

の
商
品
を
販
売
し
て
い
る
。

新
商
品
の
開
発
と
販
売
ル

ー
ト
の
拡
充
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　

決
議
は
、
中
間
報

告
で
あ
っ
た
と
受
け
取
っ

て
い
る
。

　
　

予
算
凍
結
は
、
解
除

と
な
っ
た
が
、問
題
が
多
い
。

予
算
執
行
は
、
保
留
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

本
会
議
で
可
決
さ

れ
た
の
で
、
執
行
し
て
い

き
た
い
。

　
　

土
地
の
買
収
は
、
い

つ
か
ら
始
め
る
の
か
。

　
　
　

12
月
中
旬
か
ら
交

渉
し
、
本
契
約
し
て
い
く
。

　
　

相
続
手
続
き
の
難
し

い
土
地
な
ど
34
筆
あ
り
、

事
業
は
う
ま
く
い
か
な
い
。

ま
た
、
遺
跡
調
査
や
白
毛

川
へ
の
農
薬
の
汚
染
な
ど
、

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

誠
意
を
も
っ
て
努

力
し
て
い
く
。

　
　

市
民
は
、
こ
の
事
業

を
認
め
て
い
な
い
。
来
年

７
月
の
市
長
選
挙
の
結
果

で
考
え
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　

事
業
は
進
め
て
い

く
。

　
　

農
家
の
方
な
ど
国
保

税
の
負
担
が
高
く
な
っ
て

い
る
。
減
額
・
減
免
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　

税
率
は
平
成
22
年

度
に
改
正
し
た
。
資
産
割

が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、

医
療
費
も
増
え
て
お
り
、

税
率
の
改
正
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　

前
年
度
所
得
と
比
較

し
て
、
大
き
く
落
ち
込
ん

だ
場
合
は
、
減
額
を
認
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

減
免
規
則
が
あ
る

が
、
該
当
し
な
い
ケ
ー
ス

が
発
生
し
て
お
り
、
見
直

し
を
検
討
す
る
。

　
　

末
吉
・
大
隅
地
域
に

お
い
て
、
事
業
所
の
合
併

浄
化
槽
設
置
に
対
し
て
、

補
助
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　

現
状
で
は
交
付
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
が
、

旧
３
町
の
制
度
の
相
違
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
見
直
す

時
期
に
き
て
い
る
の
で
、

検
討
す
る
。

　
　

曽
於
市
の
ゆ
ず
の
生

産
加
工
に
つ
い
て
、
現
状

と
今
後
の
見
通
し
を
ど
う

考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　

市
長
は
市

民
の
声
を
尊
重
す
る
気
持

ち
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　

こ
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
推
進
の
声
が
数

多
く
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

特
別
委
員
会
で
は
、

胡
摩
地
区
は
、
不
適
地
と

判
断
し
た
。ど
う
考
え
る
か
。

市
長

問

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
建
設
は
中
止
を

市
長
／
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
の
で
進
め
る

一般質問
８議員登壇 市政を問う

五位塚　剛 議員

ゆずの搾汁状況
（搾汁センター）

買収が始まった
胡摩地区の山林

池
田
市
長

問

市
長

国
保
税
な
ど
の
減
額
は

五
位
塚
議
員

問

合
併
浄
化
槽
の
事
業
所

へ
の
支
援
を

曽
於
市
の
ゆ
ず
の

　

生
産
加
工
に
つ
い
て

市
長

問市
長

問市
長

市
長

市
長

問問問

市
長

問問 市
長

市
長

問市
長
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計
画
申
請
の
事
業
者
に
内

定
し
た
。

　

今
後
、
来
年
３
月
頃
ま

で
に
社
会
福
祉
法
人
格
を

取
得
し
て
も
ら
い
、
次
に

地
域
介
護
、
福
祉
空
間
整

備
等
施
設
整
備
交
付
金
の

当
初
協
議
を
３
月
に
国
・

県
へ
行
い
、
国
か
ら
７
月

頃
に
内
示
通
知
、
９
月
に

交
付
金
の
決
定
通
知
を
受

け
る
予
定
で
あ
る
。

　

10
月
以
降
に
工
事
着
工

し
、
平
成
26
年
４
月
開
設

の
予
定
で
あ
る
。

　
　

二
つ
の
施
設
で
何
人

ぐ
ら
い
の
雇
用
が
見
込
ま

れ
る
か
。

　
　
　

小
規
模
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
34
人
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
11
人
、

あ
わ
せ
て
45
人
の
雇
用
が

　
　
　
　

平
成
24
年
７
月

10
日
現
在
、
曽
於
市
内
３

中
学
校
の
３
年
生
の
市
内

高
校
へ
の
進
学
希
望
状
況

は
、
１
２
３
人
で
36
％
、

市
外
高
校
へ
の
進
学
希
望

状
況
は
、
２
１
９
人
で
64

％
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

南
之
郷
中
学

校
跡
地
に
小
規
模
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
と
、
認
知

症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　

整
備
す
る
施

設
は
「
小
規
模
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
29
床
」
と
、

「
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
９
床
」
の
併
設

施
設
で
あ
る
。

　

一
般
公
募
を
本
年
６
月

か
ら
８
月
ま
で
行
っ
た
結

果
、
２
事
業
者
か
ら
応
募

が
あ
り
、
併
設
施
設
事
業

統
合
を
検
討
し
て
い
る
報

道
が
あ
っ
た
が
、
市
で
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

「
大
隅
地

域
の
公
立
高
校
の
在
り
方

検
討
委
員
会
」
で
は
、
３

校
統
合
を
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
魅
力
あ
る
高
校
づ

く
り
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
と
ま
と
ま
っ
た
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、

新
設
校
へ
の
検
討
を
行
い
、

２
０
１
４
年
度
の
生
徒
募

集
を
停
止
し
、
新
設
校
は
、

末
吉
高
校
の
と
こ
ろ
を
有

力
候
補
と
し
て
い
る
と
説

明
が
あ
っ
た
。

　

市
と
し
て
は
、「
市
教

育
活
性
化
対
策
委
員
会
」

の
両
方
の
考
え
方
を
尊
重

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

曽
於
市
内
中
学
校
か

ら
現
在
の
市
外
高
校
、
市

内
高
校
へ
の
進
学
状
況
は
。

南
之
郷
中
学
校
跡
地
利
用
に

つ
い
て

市
長
／
老
健
施
設
開
設
の
予
定
で
あ
る

今鶴　治信 議員

旧　南之郷中学校全景

見
込
ま
れ
る
。

　
　

校
舎
を
福
祉
施
設
に

改
修
す
る
に
は
、
コ
ス
ト

増
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

市
の
補
助
事
業
等
は
考
え

て
い
な
い
か
。

　
　
　

今
後
検
討
す
る
。

　
　

鹿
児
島
県
教
育
委
員

会
が
曽
於
市
の
３
高
校
の

曽於市内 3 高校

高
校
再
編
に
つ
い
て

植
村
教
育
長

池
田
市
長

問

今
鶴
議
員

問

市
長

市
長

問

問

教
育
長
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応
が
急
激
に
広
が
っ
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
見
解
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
省
エ
ネ
へ
の

取
り
組
み
施
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

今
の
と
こ
ろ

市
と
し
て
は
再
生
可
能
エ

　

ま
た
、
有
線
放
送
、
使

送
便
、
市
報
で
の
処
理
啓

発
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

今
後
、
適
正
処
理
の

啓
発
に
対
し
、
新
た
な
看

板
等
を
製
作
し
て
建
て
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

平
成
25
年
度

に
向
け
て
対
応
す
る
。

　
　
　
　
　

再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
ス

タ
ン
ス
を
シ
フ
ト
す
る
対

の
面
積
は
３
ha
で
２
・
５

メ
ガ
、
大
隅
北
中
跡
地
の

面
積
は
１
・
３
ha
で
あ
る
。

建
設
予
定
地
の
用
地
に
つ

い
て
は
、
賃
貸
借
を
希
望

し
て
い
る
。

　
　

大
隅
北
中
跡
地
の
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
地
並
び

に
農
村
公
園
は
地
域
住
民

が
多
い
に
利
用
し
て
い
る

が
、
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に

つ
い
て
は
大
隅
北
小
に
、

農
村
公
園
に
対
し
て
は
、

業
者
が
地
域
住
民
に
代
替

地
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
　

農
業
用
廃
プ
ラ
、
空

き
缶
等
適
性
処
理
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

把
握
さ
れ
て
い
る
か
、
見

解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

平
成
23
年
度
の
集

荷
実
績
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
４
８
９
ｔ
、
塩
化
ビ
ニ

ー
ル
26
ｔ
、
農
業
用
空
き

缶
１
８
６
２
缶
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

よ
り
、
26
ｔ
増
加
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

集
荷
に
つ
い
て
は
、
農

家
の
意
識
と
利
便
性
を
考

慮
し
て
、
年
６
回
以
内
に

分
け
て
集
荷
体
制
を
整
え

て
い
る
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　
　
　

利
用
促
進
を

市
長
／
民
間
事
業
者
が
申
請
中
で
あ
る

迫　　杉雄 議員

農村公園（南之郷平沢津）

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
計

画
は
な
い
。

　

原
発
事
故
に
よ
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
議

論
が
あ
り
、
原
発
に
頼
ら

な
い
社
会
づ
く
り
を
願
っ

て
い
る
。

　

省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み

は
、
庁
舎
内
の
蛍
光
灯
の

数
を
減
ら
し
た
り
、
節
電

対
策
に
対
す
る
協
力
に
つ

い
て
市
報
を
通
じ
市
民
に

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
　

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置

並
び
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
等

の
現
在
の
取
り
組
み
状
況

で
、
大
隅
北
中
跡
地
並
び

に
南
之
郷
平
沢
津
の
農
村

公
園
に
対
し
て
の
賃
貸
借

に
つ
い
て
、
内
容
は
ど
う

で
あ
る
か
。

　
　
　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設

置
に
お
け
る
事
業
者
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
、
用
地
等

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
協

力
し
て
い
る
。

　

大
隅
北
中
跡
地
及
び
農

村
公
園
へ
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
現
在
事
業
者
が
申

請
中
で
あ
り
、
農
村
公
園

環
境
保
全
型
農
業
推
進
は

経
済
課
長

池
田
市
長

迫
議
員

市
長

問

仮置きされた廃プラ（クリーンセンター内）

問市
長

問市
長

問
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理
に
努
め
る
た
め
に
可
燃
、

不
燃
、
資
源
に
分
別
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
努

力
し
て
い
る
。

平
成
20
年
７
月
19
日
か
ら

利
用
を
中
止
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
施
設
の
今
後
の

対
応
は
。

　
　
　

ス
キ
ッ
ド
レ
ー
シ

ン
グ
カ
ー
の
老
朽
化
や
部

品
の
調
達
不
能
等
に
よ
り

今
後
の
再
利
用
は
で
き
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
活
用
に
つ
い
て
、

今
後
方
向
性
を
出
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
る

大
量
の
ゴ
ミ
の
実
態
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
見
解

を
持
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

現
在
、
環
境

へ
の
負
荷
を
低
減
さ
せ
る

循
環
を
基
調
と
し
た
循
環

型
社
会
の
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
人
が
生
活
し

て
い
く
以
上
、
ゴ
ミ
は
な

く
な
ら
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
平
成
23
年
度

策
定
し
た
「
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
」
に
基
づ

い
て
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
、

再
生
利
用
及
び
適
正
な
処

で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　
　

今
後
の
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
管
理
と
運
営
に

つ
い
て
は
。

　
　
　

当
施
設
は
平
成
８

年
９
月
に
本
格
稼
働
し
、

16
年
が
経
過
し
て
い
る
。

今
後
10
年
、
若
し
く
は
15

年
、
施
設
を
維
持
す
る
こ

と
は
、
十
分
可
能
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
定

期
点
検
及
び
日
常
点
検
に

お
い
て
、
機
器
等
の
状
態

を
十
分
確
認
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

大
隅
弥
五
郎
伝
説
の

里
に
あ
る
ス
キ
ッ
ド
レ
ー

シ
ン
グ
カ
ー
の
サ
ー
キ
ッ

ト
場
施
設
は
、
い
つ
設
置

さ
れ
、
当
初
の
利
用
状
況

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　

サ
ー
キ
ッ
ト
場
は
、

平
成
８
年
４
月
の
オ
ー
プ

ン
時
か
ら
運
用
を
開
始
し

て
お
り
、
オ
ー
プ
ン
後
３

年
間
の
利
用
状
況
は
、
平

成
８
年
度
５
５
４
２
人
、

平
成
９
年
度
２
９
１
２
人
、

平
成
10
年
度
２
３
９
４
人

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
施
設
は
、
い
つ

ま
で
利
用
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

平
成
20
年
７
月
ま

で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
平
成

19
年
11
月
と
平
成
20
年
７

月
に
事
故
が
発
生
し
た
た

め
、
重
大
な
事
故
を
招
く

危
険
性
が
あ
る
と
判
断
し
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

　
　

今
後
の
管
理
運
営
は

市
長
／�

定
期
点
検
・
日
常
点
検
を
重
視
し
、
維

持
管
理
に
努
め
る
。

海野　隆平 議員

　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
ま
れ
る
一
般
廃

棄
物
の
搬
入
状
況
に
つ
い

て
、
年
度
別
、
旧
町
ご
と

に
数
字
を
示
せ
。

　
　
　

可
燃
ゴ
ミ
、
及
び

不
燃
ゴ
ミ
は
、
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。（
別
表

の
と
お
り
）

　
　

管
理
費
の
中
の
施
設

修
繕
費
に
つ
い
て
、
年
度

ご
と
に
示
せ
。

　
　
　

平
成
21
年
度
５
８

０
０
万
円
で
、
主
な
も

の
は
灰
出
し
コ
ン
ベ
ア
取

替
補
修
費
１
５
０
０
万
円
、

平
成
22
年
度
３
７
０
０
万

円
で
、
主
な
も
の
は
粗
大

ゴ
ミ
処
理
施
設
修
繕
費
１

１
６
０
万
円
、
平
成
23

年
度
は
４
９
２
０
万
円
で
、

主
な
も
の
は
１
号
炉
２
号

炉
耐
火
物
補
修
費
１
７
５

０
万
円
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
、
施
設
修
繕

的
な
工
事
費
を
４
９
０
０

万
円
、
修
繕
費
を
５
０
０
万

円
計
上
し
、
計
画
修
繕
や

緊
急
的
な
修
繕
等
に
対
応

運用中止されているサーキット場

池
田
市
長

問

海
野
議
員

市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

可燃ゴミ、不燃ゴミ実績表　　（単位：トン）
区分 年度 末吉 大隅 財部 その他 計

可燃
ゴミ

21 2,702 1,289 895 170 5,056
22 2,633 1,277 953 190 5,053
23 2,927 1,209 997 209 5,342

不燃
ゴミ

21 567 104 107 124 902
22 584 87 119 113 903
23 619 90 83 129 920

※その他…直接搬入

サ
ー
キ
ッ
ト
場
の

　
　
　

管
理
運
営
は
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２
億
円
減
額
後
の
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　

ま
だ
策
定
し

て
い
な
い
。
来
年
の
３
月

議
会
以
降
、
報
告
し
た
い
。

　
　

私
は
前
回
の
９
月
市

議
会
で
、
こ
の
分
野
の
取

り
組
み
強
化
の
た
め
、
副

市
長
を
キ
ャ
ッ
プ
に
対
策

検
討
委
員
会
の
設
置
を
提

案
。
市
長
は
そ
う
し
た
い

と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
対
策
委
員
会

は
、
議
論
と
検
討
を
さ
れ

て
き
た
か
。

　
　
　

こ
の
間
、
民
間
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
調
査
等

を
優
先
し
て
い
た
た
め
、

ま
だ
開
い
て
い
な
い
。

　

今
後
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

市
長
は
、
建

設
当
初
は
花
公
園
を
２
億

円
減
額
し
た
い
と
答
弁
が

あ
っ
た
。

ル
フ
の
愛
好
者
と
事
業
内

容
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
か
ら
は
じ
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　

現
在
の
計
画
に
そ

っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

改
革
す
べ
き
第
一
点
。

二
次
試
験
の
面
接
は
市
の

三
役
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
第
三
者
機
関
で

お
こ
な
う
べ
き
で
は
な
い

か
。
そ
れ
が
で
き
な
い
な

ら
、
第
三
者
を
4
人
以
上

含
め
、
計
７
人
以
上
で
面

接
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

徳
峰
議
員
の
提
案

が
適
当
か
ど
う
か
、
検
討

し
た
い
。

　
　

改
革
す
べ
き
第
二
点
。

面
接
は
、
一
人
約
15
分
程

度
で
あ
る
。
短
い
時
間
で

合
格
の
適
否
を
決
め
る
の

は
、
特
に
不
合
格
者
は
気

の
毒
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
た
め
二
次
試
験
に

は
、
一
定
期
間
職
場
で
の
実

体
験
を
組
み
入
れ
、
実
体

験
も
二
次
試
験
の
評
点
に

加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

で
き
る
か
ど
う
か
、

検
討
し
た
い
。

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
は
や
め
よ

市
長
／
事
業
の
凍
結
は
考
え
て
い
な
い

徳峰　一成 議員

　
　

市
は
、
今
月
か
ら
用

地
買
収
に
入
ろ
う
と
し
て

い
る
。
計
画
が
策
定
さ
れ

な
い
段
階
で
、
事
業
を
進

め
る
の
は
問
題
だ
。

　

事
業
計
画
が
で
き
る
ま

で
、
凍
結
す
べ
き
だ
。

　
　
　

凍
結
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　

次
に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
の
市
民
の
愛
好
者
の
実

態
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
　

愛
好
者
の
団
体
が

な
い
た
め
、
そ
の
数
は
つ

か
ん
で
い
な
い
。

　
　

オ
ー
プ
ン
後
の
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
の
年
間
の
市

民
の
利
用
は
何
人
か
。

　
　
　

約
３
万
人
と
み
て

い
る
。

　
　

市
民
の
愛
好
者
の
数

が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
利

用
者
が
３
万
人
で
は
根
拠

が
な
い
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
建
設

は
凍
結
し
て
、
パ
ー
ク
ゴ

職
員
採
用
試
験
の
改
革
を

池
田
市
長

徳
峰
議
員

市
長

問問問問 市
長

市
長

市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

職員採用試験の実施状況
（単位：人）

区　分 １次試験 ２次試験（面接） 合格者

平成22年度 66 15 8

平成 23年度 67 15 11

平成 24年度 131 30 16

曽於市の花　つつじ

脱
原
発
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
の
強
化
を
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市
制
施
行
10

周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
希
望
を
申
請
し

た
い
。
会
場
要
件
や
公
開

番
組
の
条
件
も
あ
る
と
思

う
が
努
力
す
る
。

に
し
な
が
ら
、
時
間
を
か

け
て
進
め
て
い
く
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
関
係
で

は
、
現
在
１
日
３
１
０
０

食
を
調
理
し
、
配
送
し
て

い
る
が
、
平
成
25
年
度
に

深
川
共
同
調
理
場
を
財
部

の
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
統
合

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
は
、
大
隅
、
財
部

の
２
つ
の
給
食
セ
ン
タ
ー

と
末
吉
小
・
中
２
つ
の
自

校
方
式
と
な
る
。

　

当
分
は
、
こ
の
方
法
で

運
営
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

市
民
の
皆
さ

ま
へ
ホ
ッ
ト
な
話
題
を
提

供
す
る
こ
と
は
大
切
。「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
を
招
致

し
て
は
ど
う
か
。

育
力
の
向
上
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
対
策
を
講
じ
た
い
。

　
　

児
童
生
徒
の
登
下
校

中
の
事
故
が
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
注
意
喚
起
、
指
導

は
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

平
成
24
年
は
全

国
的
に
事
故
の
報
道
が
多

か
っ
た
。

　

市
内
で
は
発
生
し
て
い

な
い
が
、
各
学
校
で
は
積

極
的
に
安
全
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
校
区
公
民
館
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
々

と
の
連
携
を
一
層
強
化
し

た
い
。

　
　

向
こ
う
10
年
間
の
財

政
計
画
の
中
で
、
学
校
や

給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
を

推
進
す
る
と
あ
る
が
、
当

局
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
　

小
学
校
の
統
合

に
つ
い
て
は
、
市
の
学
校

規
模
適
正
化
計
画
に
沿
っ

て
、
平
成
25
年
度
か
ら
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
地

域
の
意
見
等
を
十
分
参
考

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」の
招
致
を

市
長
／
市
制
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
申
請
す
る

土屋　健一 議員

　
　

平
成
24
年
度
の
学

力
テ
ス
ト
の
結
果
を
示
せ
。

ま
た
、
課
題
と
対
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年

度
は
４
月
17
日
に
実
施
さ

れ
た
。

　

市
内
の
４
小
学
校
の
６

年
生
、
２
中
学
校
の
３
年

生
が
文
部
科
学
省
の
抽
出

校
と
な
っ
て
い
る
。

　

抽
出
校
で
は
、
小
学
校

の
理
科
は
全
国
平
均
を
上

回
る
が
、
国
語
と
算
数
は

国
・
県
の
平
均
以
下
と
な

っ
て
い
る
。

　

中
学
校
は
国
語
、
数
学
、

理
科
と
も
に
国
・
県
の
平

均
以
下
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
市
内
全
校
の
集

計
で
は
、
小
学
校
の
国
語
、

算
数
、
理
科
と
も
国
・
県

の
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

中
学
校
は
理
科
で
県
の
平

均
レ
ベ
ル
で
あ
る
が
、
国
語

と
数
学
は
下
回
っ
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
の
学
習
態
度

の
改
善
、
教
師
の
指
導
力

向
上
、
家
庭
に
お
け
る
教

池
田
市
長

問

土
屋
議
員

登
下
校
の
安
全
確
保
は

整備された財部給食センター

問

問

市民祭におけるカラオケの発表

学
力
向
上
対
策
は

財
政
健
全
化
へ
の

　
　
　
　

取
組
み
は

植
村
教
育
長

教
育
長

教
育
長
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電子黒板での授業のようす（檍小学校）

　

地
域
自
ら
安
全
、
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
服

す
る
。

　
　

県
境
に
あ
る
駐
在
所

の
重
要
性
は
大
き
い
と
考

え
る
が
。

　
　
　

国
道
10
号
線
の
流

動
人
口
の
多
い
地
域
で
あ

り
、
犯
罪
の
抑
止
力
や
交

通
事
故
防
止
の
常
時
啓
発

な
ど
、
役
割
は
大
き
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

プ
ー
ル
、
校
庭
内
に
あ
る

外
ト
イ
レ
で
、
今
後
改
築

な
ど
順
次
必
要
な
も
の
か

ら
水
洗
化
、
洋
式
化
へ
と

前
向
き
に
取
組
み
改
善
し

た
い
。

　
　

ト
イ
レ
教
育
と
は
。

　
　
　
　

児
童
生
徒
に
正

し
い
排
尿
排
泄
の
仕
方
を

発
育
段
階
に
応
じ
て
「
し

つ
け
」
と
し
て
、
身
に
つ

け
さ
せ
る
保
健
的
な
指
導

と
、
人
間
性
の
修
養
の
た

め
の
「
ト
イ
レ
掃
除
」
等

体
験
的
な
学
習
が
あ
り
、

「
心
の
教
育
」
の
一
環
と

捉
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

地
域
住
民
の

大
半
は
駐
在
所
の
存
続
を

求
め
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　

昨
年
、
県
警

の
機
構
再
編
計
画
で
廃
止

の
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、

猶
予
さ
れ
、
現
在
の
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

複
式
学
級
に
お
い
て

は
、
教
室
１
台
で
な
く
、

１
学
年
１
台
の
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　
　

現
在
、
複
式
学

級
30
学
級
（
14
学
校
）
に

１
台
ず
つ
配
備
し
て
い
る
。

　

教
室
に
１
台
配
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
、
一
方
の

学
年
を
直
接
指
導
す
る
と

き
や
、
担
任
が
つ
い
て
い

な
い
も
う
一
方
の
学
年
が

子
ど
も
た
ち
自
身
で
学
習

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

２
台
あ
れ
ば
２
学
年
一

斉
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
現
在
、
他
の
学

年
が
体
育
の
授
業
な
ど
で

活
用
し
て
い
な
い
と
き
に

移
動
さ
せ
、
２
台
を
学
年

ご
と
に
活
用
し
、
授
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　

今
、
担
任
の
工
夫
に
よ

り
十
分
対
応
で
き
て
い
る

が
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　

投
票
区
の
統
合
も
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
各
小

学
校
に
１
台
以
上
の
車
イ

ス
を
配
備
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

車
イ
ス
を
配
備

し
て
い
る
学
校
は
５
校
あ

る
。
児
童
生
徒
が
け
が
や
、

来
賓
者
で
歩
く
の
に
支
障

が
あ
る
と
き
に
利
用
し
て

い
る
。

　

今
後
、
学
校
長
、
関
係

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

　
　

小
学
校
に
お
け
る
ト

イ
レ
の
水
洗
化
率
は
。

　
　
　
　

市
内
小
・
中
学

校
で
便
器
５
８
５
器
が
設

置
さ
れ
、
そ
の
内
５
５
７

器
95
％
が
水
洗
化
さ
れ
て

い
る
。
水
洗
化
さ
れ
て
い

な
い
場
所
は
、
体
育
館
や

　
　

駐
在
所
と
地
域
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
犯
罪
を

起
こ
さ
せ
な
い
、
起
き
に

く
い
地
域
社
会
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
。

　
　
　

駐
在
所
は
、
地
域

住
民
と
密
着
し
、
住
民
が

安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る

よ
う
平
穏
な
生
活
の
確
保

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

存
在
す
る
だ
け
で
抑
止
力

も
あ
る
の
で
、
引
き
続
き

駐
在
所
の
存
続
を
県
警
へ

要
望
し
て
い
く
。

　
　

中
学
校
統
合
後
の
余

剰
電
子
黒
板
の
活
用
は
。

　
　
　
　

電
子
黒
板
は
、

平
成
21
年
度
各
小
・
中
学

校
に
１
６
４
台
配
備
し
た
。

　

中
学
校
統
合
後
の
余
剰

台
数
は
９
台
あ
り
、
３
中

学
校
の
専
科
と
す
る
特
別

教
室
に
３
台
、
学
級
増
と

な
っ
た
３
小
学
校
に
３
台

配
備
し
た
。

深
川
駐
在
所
の
存
続
を

市
長
／
引
き
続
き
存
続
を
要
望
し
て
い
く

九日　克典 議員

防犯拠点しての
深川駐在所と見守り隊

教
育
環
境
整
備
は

池
田
市
長

九
日
議
員

問市
長

問市
長

問教
育
長

問教
育
長

問

問教
育
長

教
育
長

問教
育
長
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本
市
へ
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
置
計
画
は
。

　
　
　

財
部
正
部
の
民
有

地
、
財
部
大
迫
の
市
有
地
、

大
隅
北
中
跡
地
、
末
吉
の

大
東
電
子
跡
地
の
民
有
地
、

南
之
郷
平
沢
津
の
農
村
公

園
市
有
地
、
他
に
も
民
有

地
の
計
画
が
あ
る
。財
部
・

末
吉
の
業
者
は
リ
ニ
ュ
ー

ア
ブ
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱
、
大

隅
北
中
跡
は
西
日
本
パ
ブ

リ
ッ
ク
㈱
で
、
現
在
九
州

電
力
へ
申
請
手
続
き
中
で

あ
り
、
市
と
し
て
は
前
向

き
に
調
整
し
て
い
る
。

さ
れ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

平
成
33
年
度
に
な
る
と

平
成
24
年
度
に
対
し
、
約

13
億
円
程
度
減
額
さ
れ
る

見
込
み
で
、
今
後
更
な
る
行

財
政
改
革
の
必
要
が
あ
る
。

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
状
況
と
推
進
体
制
は
。

　
　
　

８
３
０
０
戸
が
設

置
さ
れ
設
置
率
は
57
％
で

あ
る
。
市
政
説
明
会
や
市

報
で
火
災
警
報
器
の
設
置

の
啓
発
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
法
的
義
務
や
火

災
発
生
時
の
早
期
非
難
に

よ
る
安
全
対
策
の
必
要
性

を
周
知
し
、
人
的
被
害
が

出
な
い
よ
う
推
進
し
た
い
。

　
　
　
　
　

財
政
計
画
の

見
直
し
が
公
表
さ
れ
て
い

る
が
、
財
政
状
況
を
ど
う

分
析
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

決
算
の
各
財

政
指
標
と
も
に
健
全
な
財

政
状
況
で
あ
る
。
交
付
金

や
合
併
特
例
債
等
を
活
用

し
、
市
道
や
教
育
施
設
等

の
整
備
、
福
祉
の
向
上
や

地
域
経
済
の
発
展
等
の
分

野
に
重
点
的
に
投
資
し
て

い
る
。

　

合
併
特
例
債
は
延
長
さ

れ
た
が
総
額
は
変
更
な
い
。

平
成
28
年
度
以
降
に
普
通

交
付
税
が
段
階
的
に
削
減

　
　

防
災
計
画
で
特
に
重

視
さ
れ
て
い
る
点
は
何
か
。

　
　
　

曽
於
市
は
地
形
地

質
条
件
か
ら
風
雨
に
よ
る

土
石
流
、
地
す
べ
り
急
傾

斜
地
崩
壊
等
の
土
砂
災
害

や
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
災

害
、
近
年
は
予
想
を
超
え

る
降
雨
が
あ
り
、
特
に
風

水
害
を
重
視
し
て
い
る
。

　
　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は

本
市
へ
の
影
響
は
な
い
か
。

　
　
　

曽
於
市
の
最
大
予

想
震
度
は
６
弱
で
、
志
布

志
湾
へ
の
津
波
到
着
時
間

は
36
分
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
は
津
波
の
心
配
は

な
い
が
地
震
に
よ
る
山
崩

れ
や
、
建
物
の
壁
や
柱
が

壊
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

避
難
所
は
現
在
の
場

所
だ
け
で
大
丈
夫
か
。

　
　
　

市
内
に
32
箇
所
設

置
し
て
お
り
、
収
容
人
員

は
３
万
１
８
８
０
人
で
、

学
校
な
ど
公
共
施
設
を
中

心
に
設
置
し
て
お
り
、
現

状
で
大
丈
夫
と
思
わ
れ
る
。

　
　

自
主
防
災
組
織
の
組

織
率
と
今
後
の
推
進
策
は
。

　
　
　

24
公
民
館
の
内
、

23
公
民
館
で
設
置
さ
れ
、

自
治
会
設
置
も
い
れ
て

99
・
７
％
で
、
す
べ
て
の

公
民
館
に
設
置
で
き
る
よ

う
に
対
策
を
講
じ
た
い
。

財
政
状
況
の
分
析
は

市
長
／
行
財
政
改
革
の
必
要
が
あ
る

大津　亮二 議員

池
田
市
長

大
津
議
員

防
災
対
策
に
つ
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問

市
長

問

市
長

問問 市
長

市
長

問市
長

問市
長

財部町正部のメガソーラー
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一
部
改
正
の
内
容
は
。

　
　

市
が
設
置
す
る
、
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お

け
る
技
術
管
理
者
の
資
格

の
基
準
を
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
た
た
め
改
正

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

前
年
度
繰
越
金
に
つ

い
て
補
正
（
4
4
9
5
万

4
千
円
）
が
、
な
ぜ
12
月

な
の
か
。

　
　

今
年
も
９
月
時
点
で

繰
越
金
の
額
は
把
握
し
て

い
た
が
、
財
源
に
見
合
っ

た
歳
出
が
な
か
っ
た
為
、

今
回
の
補
正
に
な
っ
た
。

☆�

平
成
24
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）

　
　

旅
券
取
得
の
パ
ス
ポ

ー
ト
の
手
続
き
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

　
　

平
成
25
年
度
よ
り
申

請
者
本
人
が
曽
於
市
（
末

吉
・
財
部
・
大
隅
）
の
窓

口
で
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
の
間

に
申
請
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

新
規
発
給
の
場
合
、
約

10
日
の
期
間
が
必
要
と
な

る
。
な
お
、
申
請
し
た
支

所
に
お
い
て
パ
ス
ポ
ー
ト

は
本
人
に
受
領
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
る
。

　各常任委員会等では、開会中の 12 月定例会で付託になった議案について審査を行いました。

● 総務常任委員会
● 文教厚生常任委員会
● 建設経済常任委員会

委 員 会 報 告

　
　

自
治
公
民
館
建
設
補

助
金
で
瓦
葺
き
替
え
、
塗

装
も
規
則
に
規
定
し
て
い

る
か
。

　
　

増
築
・
改
築
が
補
助

対
象
に
な
る
と
し
て
お
り
、

業
者
に
依
頼
し
て
工
事
費

50
万
円
以
上
の
補
助
率
３

分
の
１
で
あ
る
。

　
　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
積
極
的
に
推
し
進

め
る
た
め
に
も
、
本
市
も

家
庭
用
の
太
陽
光
設
置
に

対
し
て
補
助
制
度
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
、リ
フ
ォ
ー
ム
・

廃
屋
解
体
に
対
す
る
補
助

を
進
め
て
お
り
、
今
の
段

階
で
は
検
討
課
題
に
あ
げ

て
い
な
い
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
に
つ
い
て
は
重
要

視
す
べ
き
で
あ
り
、
市
長

と
協
議
し
て
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　

も
し
繰
越
金
を
財
源

に
す
る
歳
出
が
な
け
れ
ば

翌
年
３
月
補
正
に
な
る
の
か
。

　
　

こ
の
よ
う
な
状
態
で

い
く
と
３
月
ま
で
に
持
ち

越
す
こ
と
に
な
っ
て
、
た

と
え
ば
基
金
に
積
む
か
、

昨
年
の
よ
う
に
繰
り
上
げ

償
還
を
行
う
か
は
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

　
　
　

本
来
、
前
年
度
繰

越
金
は
財
源
と
し
て
翌
年

度
に
消
化
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
財
源

を
残
し
て
い
く
の
で
あ
れ

ば
、
も
う
少
し
早
い
段
階

で
各
課
の
要
望
を
取
り
、

市
民
や
市
の
全
般
に
向
け

て
予
算
を
効
率
よ
く
使
っ

て
い
く
と
い
う
の
が
健
全

な
財
政
で
あ
る
。

総
務
常
任
委
員
会（吉

村
幸
治
委
員
長
）

問答

改修された新城公民館

意
見

市の窓口で申請できるパスポート

問答

問答

問答問

答

問答

☆�

市
廃
棄
物
処
理
施
設
の
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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○�

そ
お
生
き
い
き
健
康
セ

ン
タ
ー

　

こ
の
施
設
は
平
成
25
年

４
月
１
日
か
ら
の
運
営
開

始
に
伴
い
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
も
の
で
あ
り
、

公
募
に
よ
り
２
社
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
結
果
、
㈱
メ
ル
ヘ
ン

ス
ポ
ー
ツ
に
決
定
、
平
成

25
年
４
月
１
日
よ
り
３
年

間
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

☆�

曽
於
市
立
学
校
給
食
共

同
調
理
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
４
月
１
日
よ

り
深
川
学
校
給
食
共
同
調

理
場
の
業
務
を
財
部
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
統
合
す

る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
主

な
改
正
内
容
は
、
題
名
及

び
名
称
の
変
更
、
配
食
す

る
学
校
の
変
更
で
あ
る
。

☆�

曽
於
市
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

☆�

曽
於
市
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
並
び
に
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
方
法
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

☆�

曽
於
市
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

及
び
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
の
指
定
に

関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

以
上
３
議
案
は
、
介
護

保
険
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
ら
れ
て
い
た

国
の
基
準
を
参
考
に
、
条

例
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

身
体
障
害
者
福
祉
費

の
介
護
給
付
費
５
９
９
５

万
２
千
円
の
増
額
は
。

　
　

介
護
保
険
法
の
改
正

に
よ
り
、
施
設
の
入
所

者
も
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
の
利

用
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、

利
用
者
が
大
幅
に
伸
び
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

○�

曽
於
市
立
恒
吉
地
区
診

療
所

　

�

指
定
管
理
者　

曽
於
郡

医
師
会
立
病
院

○�

曽
於
市
立
図
書
館
、
曽

於
市
立
図
書
館
大
隅
分

館
、
曽
於
市
立
図
書
館

財
部
分
館

　

�

指
定
管
理
者　

シ
ダ
ッ

ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー

マ
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱

○�

曽
於
市
立
歴
史
民
俗

資
料
館
、
大
隅
郷
土
館
、

財
部
郷
土
館

　

�

指
定
管
理
者　

シ
ダ
ッ

ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー

マ
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱

　

以
上
３
施
設
は
、
こ
れ
ま

で
指
定
さ
れ
て
い
た
各
施
設

の
指
定
期
間
の
満
了
に
伴

い
、
引
き
続
き
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
を
指
定
管
理
者
と
し

て
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

指
定
期
間
は
、
い
ず
れ

も
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で
で
あ
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
大
川
内
冨
男
委
員
長
）

　
　

小
学
校
管
理
費
の
工

事
請
負
費
４
２
０
万
円
は
。

　
　

財
部
中
学
校
旧
校
舎

に
設
置
し
て
い
た
仮
設
空

調
設
備
４
台
と
、
保
健
室

で
使
用
し
て
い
た
１
台
、

旧
財
部
北
中
学
校
、
旧
財

部
南
中
学
校
、
旧
南
之
郷

中
学
校
の
各
１
台
の
計
８

台
を
、
岩
北
小
学
校
な
ど

６
小
学
校
の
校
長
室
、
図

書
室
、
パ
ソ
コ
ン
室
等
に

移
設
す
る
た
め
の
費
用
で

あ
る
。

　
　

相
談
支
援
体
制
充
実

強
化
事
業
７
２
０
万
円
の

事
業
内
容
は
。

　
　

県
の
１
０
０
％
補
助

に
よ
る
事
業
で
、
す
み
よ

し
の
里
な
ど
６
事
業
所
へ

相
談
支
援
業
務
を
委
託
す

る
も
の
で
あ
り
、
相
談
支

援
活
動
の
た
め
に
使
用
す

る
自
動
車
、
パ
ソ
コ
ン
等

の
購
入
及
び
研
修
等
に
要

す
る
経
費
を
補
助
対
象
と

し
て
お
り
、
体
制
の
充
実

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

☆�

指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

完成間近のそお生きいき健康センター

☆�

平
成
24
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）

答 問

問答

答 問
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林
業
費
の
グ
ラ
ッ
プ

付
バ
ッ
ク
ホ
ー
導
入
補
助

１
千
20
万
円
は
。

　
　

平
成
23
年
12
月
に
開

設
し
た
㈱
伊
万
里
木
材
市

場
南
九
州
営
業
所
（
末
吉

町
）
が
県
補
助
金
50
％
、

事
業
者
負
担
金
50
％
を
活

用
し
て
木
材
搬
別
機
（
２

千
40
万
円
）
を
更
新
の
た

め
導
入
す
る
も
の
で
、
市

の
負
担
は
な
い
。
当
会
社

は
現
在
市
場
を
開
設
し
て

い
な
い
た
め
、
販
売
価
格

は
需
要
業
者
と
年
間
契
約

等
で
設
定
し
て
い
る
。

　

市
の
施
設
で
あ
る
、
ゆ

ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー
の
業
務

を
第
三
セ
ク
タ
ー
㈱
メ
セ

ナ
食
彩
セ
ン
タ
ー
へ
委
託

し
て
行
わ
せ
る
た
め
の
指

定
で
あ
る
。

　

ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー
で

収
穫
し
た
ゆ
ず
を
搾
り
、

そ
の
後
メ
セ
ナ
食
彩
セ
ン

タ
ー
に
て
製
品
加
工
・
販

売
を
し
て
お
り
従
業
員
体

制
は
一
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
24
年
度
は
、
ゆ
ず

栽
培
面
積
93 

ha
で
、
７
１

５
t
収
穫
さ
れ
、
加
工
用

と
し
て
６
９
５
t
が
搾
汁

さ
れ
て
い
る
。

　

会
社
の
23
年
度
売
上
げ

は
２
億
５
１
６
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

曽
於
市
大
隅
町
立
馬
地

区
の
水
田
9.3 

ha
（
曽
於
市

8.7 

ha
、
霧
島
市
0.6 

ha
）
の

ほ
場
整
備
を
、
平
成
25
年

か
ら
29
年
の
５
ヶ
年
計
画

で
団
体
営
（
大
隅
町
土
地

改
良
区
）
土
地
改
良
事
業

と
し
て
総
事
業
費
２
億
３

４
３
０
万
円
で
実
施
す
る
。

　

地
元
負
担
金
は
、
工
事

費
の
う
ち
道
路
、
水
路
等

を
除
く
5
％
で
あ
る
。

　
　

交
通
安
全
施
設
整
備

事
業
と
し
て
「
ゾ
ー
ン
30

指
定
」
の
事
業
と
は
。

　
　

現
在
の
交
通
事
故
多

発
に
伴
い
、
警
察
署
よ
り

市
道
に
速
度
制
限
30
㎞
区

域
設
定
の
要
望
が
あ
り
、

今
回
は
末
吉
小
北
東
側
、

専
徳
寺
周
辺
市
道
に
設
定

す
る
。
そ
の
為
の
標
識
板

設
置
の
予
算
化
で
あ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
山
下　

諭
委
員
長
）

☆�

平
成
24
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）

　

地
方
分
権
推
進
関
連
の

法
律
の
制
定
に
伴
い
、
今

ま
で
国
で
定
め
て
い
た
基

準
を
、
市
町
村
の
条
例
で

定
め
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
の
改
正
で
あ
る
。

　

住
宅
関
係
は
、
整
備
基

準
と
入
居
資
格
（
収
入
基

準
、
最
高
15
万
８
千
円
、

特
例
21
万
４
千
円
）
の
条

例
他
、
水
道
事
業
で
は
布

設
工
事
監
督
者
の
配
置
と

資
格
及
び
水
道
技
術
管
理

者
資
格
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基

準
を
定
め
る
。

　

下
水
道
事
業
で
は
構
造

及
び
終
末
処
理
場
の
維
持

管
理
の
基
準
が
条
例
化
さ

れ
た
。

　

今
回
の
条
例
改
正
に
定

め
る
基
準
に
は
、
本
市
は

全
て
満
た
し
て
い
る
。

答

答 問

N

区画整理地内に設置された速度 30 ㎞制限指定区域

問

☆�

指
定
管
理
者
の
指
定

（
ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー
）

☆�

団
体
営
土
地
改
良
事

業
の
施
行

☆�

市
営
住
宅
及
び
水
道

等
関
係
条
例
の
改
正

大隅町立馬地区のほ場整備計画地

標識板
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て
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　お二人は、名古屋でご縁があり結婚され、奥
さんの出身地である末吉町深川に住んで 4年に
なります。
　奥さんの真澄さんは、結婚して曽於市に帰っ
てくると、市が人口増加及び定住促進のため、
低廉な家賃の地域振興住宅を建設しているとお
母さんから聞き、申し込みをされ地元に帰って
こられました。
　ご主人は、現在、近くの太陽漬け物工場で働
いていらっしゃいます。
　深川団地（平成 21年 4月入居）は、住みごこ
ちがよく、静かで、前にグラウンドもありたいへ
ん素晴らしい環境だと喜んでおられます。
　同じぐらいの年齢の子ども達が多いので、で
きましたら安心して遊べる遊具のある公園を建
設してほしいとのことです。

　

財
部
の
き
ら
り
保
育
園
で

親
子
た
こ
あ
げ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
、
正
月
を
含
む

冬
休
み
に
は
子
ど
も
達
が
た

こ
あ
げ
す
る
風
景
が
よ
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
は
少
な
く
安
全
に
で
き

る
空
間
が
減
っ
て
き
た
こ
と

に
加
え
、
少
子
化
な
ど
も
一

因
で
し
ょ
う
か
。

　

た
こ
は
左
右
の
バ
ラ
ン
ス

が
少
し
で
も
ず
れ
る
と
上
手

く
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
凧
糸

を
強
く
引
っ
張
れ
ば
、
グ
ン

グ
ン
と
空
高
く
あ
が
り
ま
す
。

子
ど
も
も
同
じ
で
す
。
い
つ

で
も
き
ら
り
輝
く
子
ど
も
の

成
長
が
楽
し
み
で
す
。（
九
日
）

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

編
集
後
記

委
員
長　

八
木　

秋
博

副
委
員
長　

九
日　

克
典

委　
　

員　

今
鶴　

治
信

　

〃　
　

五
位
塚　

剛

　

〃　
　

久
長
登
良
男

　

〃　
　

海
野　

隆
平

発
行
責
任
者

議　
　

長　

谷
口　

義
則

●議会をライブ中継しています !●
　曽於市議会では、インターネットによるライ
ブ中継を行っております。
　映像は曽於市のホームページより、「議会映像
配信」のボタンをクリックしてお入りください。
http://www.soo-city.stream.jfit.co.jp/

　

昨
年
12
月
の
衆
議
院
議
員

選
挙
の
結
果
、
政
権
交
代
と

な
り
安
倍
内
閣
が
発
足
し
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
早

期
の
復
興
や
、
外
交
・
防
衛
・

原
発
問
題
な
ど
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
が
安
定
し
た
国

政
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
、
鹿
児
島
市

の
城
山
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
曽
於
市
ブ
ラ
ン
ド
品

目
認
定
記
念
の
美
食
会
に
参

加
し
た
際
、
ホ
テ
ル
の
社
長
か

ら
新
幹
線
開
通
効
果
も
あ
り

一
年
間
に
１
０
０
万
人
の
お
客

様
が
ホ
テ
ル
で
食
事
さ
れ
た

と
聞
き
、
大
変
驚
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
曽
於
市
も
、
市
外

か
ら
の
交
流
人
口
を
も
っ
と

増
や
す
施
策
や
情
報
発
信
を

し
な
が
ら
、
市
の
知
名
度
ア
ッ

プ
や
ブ
ラ
ン
ド
品
目
の
消
費

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
が

大
変
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
、
今
年
一
年
が
大
き
な
災

害
や
家
畜
伝
染
病
な
ど
の
発

生
の
な
い
穏
や
か
な
年
に
な

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。（今

鶴
）

曽於市へようこそ
〜 市内の地域振興住宅へお住まいのご家族を紹介いたします 〜

吉永　順一さん（32 歳）
　　　真澄さん（32 歳）
　　　幸

こ こ ね

音ちゃん（６歳）
　　　昊

こう

汰
た

くん（4 歳）
　　　來

こ は る

花ちゃん（８ヵ月）


